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第1現場 広すぎる控え室

現場さん
げ ん ば
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この冊子の読み方

この冊子は、

「なんか変受付センター」 現場確認課

現場さんの、現場確認用の小さな記録です。

気になる場所を選んで、該当ページを

読んでください。

全部見ても、見なくてもかまいません。
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→ 依頼書を読む（3ページ）
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依頼書

受付票：第1現場

件名：広すぎる控え室

自己肯定アイドルの控え室が、

広くなりすぎています。

本人は「前向きになったはずなのに、

落ち着かない」と話しています。

現場確認をお願いします。
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「広さは、

使い道が決まるまで

少し寒いです」

→現場へ向かう（4ページ）

現場さんコメント
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現場全体

 ポスターを見る → 5ページ

 椅子を見る → 6ページ

 ペンを見る → 7ページ

 味噌汁を見る → 8ページ

 鏡を見る → 9ページ
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 バッグを見る → 10ページ

 床を見る → 11ページ

 ドアを見る → 12ページ

 対応を選ぶ → 13ページ

控え室は、よく片づいている。

鏡、椅子、ソファ、テーブル、ポスター、衣装ラック。

必要なものは揃っている。

それでも、部屋の中央だけが少し余っている。
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壁には「あなたはそのままで素晴らしい」と書かれた

ポスターが貼られている。文字は大きく、色は明るい。

現場さんは、少し首をかしげた。

「そのままでいい、

と言うものほど、

貼る位置を選びます」

→ 現場全体へ戻る（4ページ）

現場確認メモ
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ポスター
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部屋の中央に、折りたたみ椅子が一脚置かれている。

ほかの椅子は壁際に寄っている。

これだけが、少し前に出ている。

現場さんは、椅子の背に軽く手を置いた。

「休むためのものほど、

       置き方で意味が変わります」

現場確認メモ
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→ 現場全体へ戻る（4ページ）

椅子
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現場さんの胸ポケットに、三色ボールペンが刺さっている。

軸には、見覚えのない保険会社のロゴが入っている。

赤だけ、少し出にくい。現場さんは黒で、小さく丸をつけた。

「出ない色で、

         急ぎの判断は

しない方がいいです」

現場確認メモ
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→ 現場全体へ戻る（4ページ）

ペン
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テーブルの端に、味噌汁の椀が置かれている。

湯気はもうない。わかめが、底の方で静かに広がっている。

現場さんは、椀には触れなかった。

「冷めたものは、

       失敗ではありません。

             温度が変わっただけです」

→ 現場全体へ戻る（4ページ）

現場確認メモ
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味噌汁
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鏡の前には、椅子が一脚ある。座れば顔が映る位置にある。

けれど、椅子の向きは少しだけずれている。

現場さんは、鏡ではなく椅子の脚を見た。

「映るものを直す前に、

            座る向きを

                  見た方がいいです」

→ 現場全体へ戻る（4ページ）

現場確認メモ
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鏡
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ソファの上に、黒いバッグが置かれている。ファスナーは

閉まっている。飾りのチャームだけが、少し外を向いている。

現場さんは、バッグを開けなかった。

「閉じているものは、

          閉じる仕事を

               していることがあります」

→ 現場全体へ戻る（4ページ）

現場確認メモ
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バッグ
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床はよく見えている。物が少ないぶん、足音が少し響く。

ほこりはない。けれど、どこに立てばいいのかは、

まだ決まっていない。

「床が見えたからといって、

           すぐ歩かなくていいです」

→ 現場全体へ戻る（4ページ）

現場確認メモ
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床
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ドアは閉まっている。内側から鍵はかけられていない。

ドアノブの下に、小さなすり傷がある。

何度も開け閉めされた跡だった。

「出られる場所は、

         入ってきた場所でもあります」

→ 現場全体へ戻る（4ページ）

現場確認メモ
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ドア
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 椅子を少しだけ動かす → 14ページ

 味噌汁を温める → 14ページ

 ポスターは外さず、位置だけメモする → 15ページ

 今日は何もしない → 15ページ
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現場さんは、クリップボードを閉じた。

部屋はまだ広い。

ポスターも、椅子も、味噌汁も、そのままある。

ただ、見る場所は少し増えた。

確認中
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椅子は、少しだけ壁から離れた。味噌汁には、かすかに湯気

が戻った。部屋の広さは変わらない。

けれど、中央にあった空白が、少しだけ床に戻った。

「今日は、

動かしたものの数より、

動かさなかったものを覚えておきましょう」

→ 現場記録へ（16ページ）

現場確認メモ
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対応後
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ポスターは貼られたままだった。椅子も、味噌汁も、その場

所に残った。現場さんは、紙の端に小さく丸をつけた。

部屋の広さは、まだ広い。

「触らないことも、

          現場対応に

               含めていいです」

→ 現場記録へ（16ページ）

現場確認メモ
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対応後
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現場記録

第1現場：広すぎる控え室

確認したもの：

ポスター／椅子／ペン／味噌汁／鏡／

バッグ／床／ドア

対応：未完了。

ただし、床の見え方に変化あり。
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「完了しないまま、

       帰れる現場もあります」

現場さんコメント

現場作業終了
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